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【諸言】 
歴史バスケットボールは 1891 年，J・ネイスミス

によって創案された．1905 年頃に全米の各大学のウ

インター・スポーツとして普及・定着し，リーグや

連盟が組織されていった．  
ウィッセルは「リバウンドを支配できるチームがゲ

ームを支配できる」と述べていることから，試合展開

におけるリバウンドの重要性が予想される． 
早稲田大学バスケットボール部は，2011 年 9

月１日から 10 月 21 日に行われた第 62 回関東大学

女子バスケットボールリーグ戦において 4 位という

結果で終えた．リーグ戦での敗戦を活かしリーグ戦

から当インカレまでの期間，チームとして練習でリ

バウンドに集中して取り組むことを決め，徹底して

練習を行った．その結果優勝という成績を残すこと

が出来た．その結果から，リバウンドが勝敗に及ぼす

のではないかと体感した．そこで，実際にリバウンド

は勝敗に大きな影響を及ぼすのかを検証することとし

た． 
【目的】 
本研究では，リバウンドが勝敗に及ぼす影響を明ら

かにすることを目的とする．本研究によって具体的な

数値や結果を明らかにしリバウンドの重要性を知るこ

とは，筆者の今後の競技人生に影響を与えるばかりで

なく，現在所属するチームそして今後所属するチーム

の戦術戦略に役に立てることができ，強いては成績向

上の一助となるのではないかと考える． 

【方法】 

パソコン映像分析ソフト サイバースポーツを使用

し，2010-2011 年度全日本大学女子バスケットボール

選手権大会の全 66 試合 12,977 シーンを対象とし，6
つの分析項目（オフェンスリバウンド，ディフェンス

リバウンド，トータルリバウンド，2 ポイントシュー

ト，3 ポイントシュート，トータルフィールドゴール）

についてタグ付けを行った．  

【結果】 

① リバウンドの結果 

オフェンスリバウンドにおいて勝ちチームと負けチ

ームの間に有意な差は認められなかったが，ディフェ

ンスリバウンド，トータルリバウンドにおいては勝ち

チームが有意に高い値を示した．  

② シュートの結果 
2 ポイントシュート，3 ポイントシュート，トータル

フィールドゴールの全項目においても勝ちチームが有

意に高い値を示した 
【考察】 

① リバウンドの結果に対する考察 
オフェンスリバウンドは，ディフェンスリバウンド

よりも機会が少なく，またシュート率にも大きく影響

されるため，この項目での勝ちチームと負けチームに

は大きな差異が見られなかったのだと考えられる． 
 ディフェンスリバウンドを奪取することでシュート

数にも影響を及ぼすと考えられる．なぜならば，セカ

ンドチャンスがなく，1 攻撃で 1 回もしくは途中でタ

ーンオーバーをすると，0 回と言うことも考えられる

ため，ディフェンスリバウンドを多く奪取するという

ことは，相手に大きな威圧そして脅威を与えることと

なると考えられる．そのため多く奪取することが相手

の攻撃，シュート数を減らし，そして自らを優位にさ

せることにつながると考えられる． 
トータルリバウンドにおいては，分析結果から 60%

以上はずれた後のリバウンドを対戦相手より多く奪取

することが優位に勝率を上げると考えられる． 
② シュートの結果に対する考察 

2010-2011 年度の間のルール変更により，コートデ

ザインが変更し 3P ラインが広がった．この影響を大

きく受け，ローポスト，ミドルポストのターンアラウ

ンドシュートなどは，慣れが出てくるまで一時的にシ

ュート率が下がるのではないかと考えた．次に，ペリ

メターのシュートについても 3 ポイントラインの拡大

により，ペリメターの面積が広がったため，ここも慣

れが出てくるまで一時的に多少はシュート率が下がる

と考えた．  
【結論】 
オフェンスリバウンドは勝敗にあまり影響しないよ

うだが，ディフェンスリバウンド，トータルリバウン

ドに関しては，大きく勝敗に影響すると考えられる． 
 


